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大会についてのご案内 

 

１．今大会の概要 

  開催日時：10 月 30 日（土）・31 日（日） 

 開催形式：今大会は，完全オンラインで開催します。 

 学会テーマ：感情の陰陽 

 

 今大会の詳細につきましては，大会 HP をご参照ください。 

 第 29 回大会 HP：http://jsre.wdc-jp.com/conf/2021/index.html 

 

２．大会参加費 

 

 

 

3．大会に関する連絡先 

 

日本感情心理学会第 29 回大会準備委員会 

  〒162-8650 東京都新宿区戸山 3 丁目 20−1 

  e-mail / jsre29＠gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加費

一般 4,000円

院生 4,000円

学生会員 学部生 1,000円

一般 6,000円

院生 6,000円

学部生 1,000円

非会員

正会員

会員区分
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４．大会スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

17:00

15:00
休 憩 休 憩

15:30

口 頭 発 表 ③

正義・差別

口 頭 発 表 ⑥

パーソナリティ・感謝
16:00

16:30

12:00

休 憩 休 憩
12:30

13:00

シ ン ポ ジ ウ ム 陰

穢れ－その生物学的基盤，宗教性，

精神的健康との関わり－

シ ン ポ ジ ウ ム 陽

美しさ－神経美学，ノスタルジア，

ポジティブ感情の観点から－

13:30

14:00

14:30

10:30
休 憩 休 憩

口 頭 発 表 ②

悲しみ・情動制御

口 頭 発 表 ⑤

応用・開発

11:00

11:30

大 会 １ 日 目 大 会 ２ 日 目

１０月３０日（土） １０月３１日（日）

9:00

口 頭 発 表 ①

コロナ・妬み

口 頭 発 表 ④

理論・表情

9:30

10:00



 

 

 

 

 

 

 

発表プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）＃印は日本感情心理学会非会員であることを示す 
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大会企画シンポジウム 

 

 

 

シンポジウム陰：穢れ−その生物学的基盤，宗教性，精神的健康との関わり− 

10 月 30 日（土）13:00～15:00 

司会：木村 健太 (産業技術総合研究所) 

 

話題提供：北村 英哉 (東洋大学) 

話題提供：松島 公望 (東京大学) ＃ 

話題提供：岩佐 和典 (大阪府立大学) 

指定討論：大平 英樹 (名古屋大学) 

 

 

 

シンポジウム陽：美しさ−神経美学，ノスタルジア，ポジティブ感情の観点から− 

10 月 31 日（日）13:00～15:00 

司会：関谷 大輝（東京成徳大学） 

 

話題提供：石津 智大 (関西大学) ＃ 

話題提供：小林 正法 (山形大学) ＃ 

話題提供：菅原 大地 (筑波大学) 

指定討論：湯川 進太郎 (白鷗大学) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

関連書籍情報：S1-02『シャーデンフロイデ』を大会特価で販売中。 

研究発表 

 

 

 

口頭発表①：コロナ・妬み 

10 月 30 日（土）9:00～10:15 

座長：一言 英文（関西学院大学） 

 

S1-01.  グリット（Grit）と悪性・良性妬みの関係 

―社会的望ましさ反応を統制して― 

稲垣 勉 (京都外国語大学外国語学部) 

澄川 采加 (北九州市立泉台小学校) 

 

「やり抜く力」とも呼ばれるグリット（Grit）と特性妬みの関係について，社会的望ましさ反

応の影響を統制して検討した。分析の結果，グリットの 2 下位尺度（興味の一貫性，努力の粘り

強さ）はともに良性妬みとの正の偏相関が有意であった一方，悪性妬みとの偏相関は有意でなか

った。グリットは，優れた他者を引きずり下ろそうとする悪性妬みではなく，優れた他者を刺激

として自らを高めようとする良性妬みと関連することが示された。 

 

S1-02.  支援的ユーモアがシャーデンフロイデに及ぼす影響 

―妬みおよび正当世界観への脅威との関連も踏まえて― 

菊池 里奈 (関西大学) 

 

本研究では，シャーデンフロイデの喚起を規定する要因として妬み，正当世界観への脅威，支

援的ユーモアに着目し，女子大学生 158 名を対象にウェブ上で質問紙調査を実施した。パス解

析の結果，シャーデンフロイデはターゲット人物への妬みや正当世界観への脅威によって促進

されることが示唆された。また支援的ユーモアとシャーデンフロイデの間には負の関連があり，

シャーデンフロイデを抑制する可能性が示された。 

 

S1-03.  コロナ禍での他者の旅行が妬みや旅行動機に与える影響 

―他者の旅行の時期の効果― 

中井 彩香 (東京都立大学) 

沼崎 誠 (東京都立大学) ＃ 

 

コロナ禍で友人から旅行の話を聞くというシナリオを読ませ，妬みや動機，参加者の外出自粛

https://keisobiblio.com/jsre2021/
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の程度を回答させた。シナリオ内で友人の旅行の時期（過去 vs.未来）とあなたの旅行計画中止

の有無を操作した。自粛している人において，旅行計画を中止した場合，未来より過去の旅行の

話を聞く方が悪性妬み・友人の悪口を言う動機が強かった。また，旅行計画を中止した場合，未

来より過去の旅行の話を聞く方が友人より豪華な旅行に行く動機が強かった。 

 

S1-04.  階層の痛みと人並みの和らぎ：コロナ不況下における妬みと協調的幸福感 

一言 英文 (関西学院大学文学部総合心理科学科) 

澤田 匡人 (学習院女子大学国際文化交流学部日本文化学科) 

 

社会階層が低いと自認する者は, 直近の妬み状況について悪性妬みと痛みを想起し易いが，こ

れが「人並みの感覚」を含む協調的幸福感の低さによるという仮説を検討した。完全失業率が急

増した 2020 年 5 月に調査を実施し，7,276 名（平均年齢 47.31, 女性 4,091 名）を分析対象とし

た。主観的社会階層, 痛み駆動双数妬み，協調的幸福感の関係を検討したところ，社会階層の低

さは悪性妬みや痛みを説明し, 協調的幸福感がこれらを媒介することが分かった。 

 

 

口頭発表➁：悲しみ・情動制御 

10 月 30 日（土）10:30～11:45 

座長：白井 真理子（信州大学） 

 

S2-01.  他者の情動を調整する方略の選択 

―受け手のネガティブ情動の強度に注目した検討― 

野崎 優樹 (甲南大学文学部) 

 

本研究では，他者の情動を調整する方略の選択に影響を与える要因として，受け手のネガティ

ブ情動の強度に着目した。掲示板サイトを活用した調査の結果，受け手のネガティブ情動が強い

時ほど，新たな見方を提示する方略である「再評価」が選択されることが明らかになった。再評

価はネガティブ情動が強い場合はあまり効果的に働かない方略であり，人は必ずしも他者にと

って効果的な方略を選択できるわけではないことが示唆された。 

 

S2-02.  情動制御方略の傾向と行動変容を促す情報への納得感の関連 

―苦痛耐性課題を用いた検討― 

重松 潤 (富山大学学術研究部人文科学系) 

小林 亮太 (福岡県立大学人間社会学部) 

 

情動制御方略の一つである認知的再評価が行動の変容に影響を与える際には，再評価を促す
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関連書籍情報：S2-03『文化としての涙』，S2-04『注意』を大会特価で販売中。 

情報に対する高い納得感（「腑に落ちる理解」）が生起していることが示されている（重松，2020）。

本研究では，普段の情動制御方略の傾向が，認知的再評価が望まれる課題場面で納得感にどのよ

うな影響を与えるのか検討を行った。その結果，抑制的な情動制御を行う傾向があると，課題場

面での再評価時に納得感が生起しにくいことが示された。 

 

S2-03.  泣き行動に意図性を感じるとサポート意図は抑制される 

安原 彰子 (同志社大学大学院心理学研究科) 

竹原 卓真 (同志社大学心理学部) 

 

感情的な泣きは他者からサポートを引き出す社会的な機能がある。しかし，泣き行動に他者を

操作しようとする意図(意図性)が感じられると，サポートは抑制されると予測されているが，実

際に検証されていない。よって，本研究ではこの予測を場面想定法によって検証した。その結果，

泣き行動に意図性が感じられると，意図性のない泣きや，泣いていない場合と比較して，怒り感

情を喚起し，サポート意図を抑制することが示された。 

 

S2-04.  悲しみの種類が注意焦点の範囲に及ぼす影響 

白井 真理子 (信州大学人文学部) 

 

 悲しみが注意焦点の範囲に及ぼす影響については見解が分かれている。見解不一致の要因と

して悲しみの種類の違いが考えられる。本研究では大学生 56 名を対象に，悲しみの種類が注意

焦点の範囲に及ぼす影響について，Navon 課題を用いて検討した。結果，小さい文字条件時に，

死別による悲しみ条件での反応時間が，失敗の悲しみ・中性条件よりも長かった。このことから，

死別と失敗の悲しみに付随する注意焦点の程度は異なることが示唆された。 

 

 

口頭発表③：正義・差別 

10 月 30 日（土）15:15～16:45 

座長：大久保 智生（香川大学） 

 

S3-01.  コノ風呂，入ルベカラズ 

―入墨を拒否・許容する入浴施設に対する印象評定の差異に関する検討― 

関谷 大輝 (東京成徳大学応用心理学部) 

 

わが国では，過半数の入浴施設が入墨を入れた客の利用を拒否している。入墨は一般にネガ

ティブな印象を持たれる一方で，実際に入浴施設で入墨を入れた人が迷惑行為やトラブルを起

こした例は少ないといわれ，入墨の拒否という方針には一般利用客の心証が影響していると想

https://keisobiblio.com/jsre2021/
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定される。本研究では，入墨を「拒否」，「許容」，「許容するが迷惑行為には厳正に対処」という

3 条件の施設を示し，入浴客が抱く印象評価を検討した。 

 

S3-02.  暗黙の偏見を示した後の感情と偏見抑制への動機づけ 

村田 光二 (成城大学社会イノベーション学部) 

 

ドクタースミス問題を初めて解くとき，無自覚のままジェンダーについてのステレオタイプ

的知識を活性化し，対象人物に適用しやすい。この体験をした後に驚きや興奮を感じやすいが，

女性では男性よりも罪や恥などネガティブ感情も感じやすい。この感情が偏見抑制につながる

のかどうか，内的・外的偏見抑制尺度を用いて検討した。その結果，事後の感情と偏見抑制との

間に，男性とは異なる一定の相関が女性において認められた。 

 

S3-03.  幸福感が自己嫌悪感に及ぼす影響 

―人生満足感と協調的幸福感を用いた対比的検討― 

福田 哲也 (流通科学大学人間社会学部人間社会学科) 

水口 啓吾 (愛媛大学教育学部) ＃ 

 

本研究では，自己嫌悪感に強く関連する認知を探るため，人生満足感と協調的幸福感が自己嫌

悪感に及ぼす影響を検討した。その結果，どちらの概念も自己嫌悪感に有意な負の影響を示し，

さらにその影響力や分散説明率は，人生満足感が協調的幸福感に比べ，やや大きかった。そのた

め，対人関係の調和ができていないと感じることよりも個人の達成ができていないと感じるこ

とが，相対的に自分を嫌うことと強く関わる可能性が示唆された。 

 

S3-04.  恨み忌避感の主張性への影響を媒介する空気信仰の検討 

北村 英哉 (東洋大学社会学部) 

 

恨み忌避感は人の恨みを買いたくないという気持ちから，独自の見解を提示して他者と対立

することを避ける傾向につながり，非主張性と関連するが，空気信仰の媒介効果を検討した。チ

ェック項目に誤答しなかった 402 名のデータにおいて媒介効果を検討したところ b=-0.120 

(p=.001)の有意な間接効果が確認された。さらに穢れ忌避傾向も恨み忌避感を介して言動抑制

に影響することが確認された。穢れ忌避傾向と恨み忌避感との関連についても議論を行う。 

 

S3-05.   小学生を対象とした万引き防止教育プログラムの開発（1） 

：家族・友人関係および自己統制が法知識，規範意識，被害者感情の推測に及ぼす影響 

大久保 智生 (香川大学教育学部) 

金澤 潤一郎 (北海道医療大学心理科学部) ＃
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関連書籍情報：S4-01『情動の哲学入門』，S4-02『はらわたが煮えくりかえる』を大会特価で販売中。 

 

本研究の目的は，小学生を対象とした法知識と認知行動に焦点を当てた万引き防止教育プロ

グラムを開発するために，家族・友人関係が自己統制および法知識，規範意識，被害者感情の推

測に及ぼす影響について検討することであった。小学生 1037 名を対象として質問紙調査を実施

し，万引きに関する要因の検討を行った。 

 

 

口頭発表④：理論・表情 

10 月 31 日（日）9:00～10:15 

座長：藤村 友美（同志社大学） 

 

S4-01.   心理学者は「情動」をいつから使い始めたのか？ 

―J-STAGE を対象とした予備的検討― 

武藤 世良 (お茶の水女子大学基幹研究院人間科学系) 

白井 真理子 (信州大学人文学部) 

中村 真 (宇都宮大学国際学部) 

 

情動は情緒に代わり emotion の訳語として心理学で広く使われるようになったとされてきた

が，心理学者が情動をいつから使い始めたのか，明確な時期は定かではない。J-STAGE の公開

資料を対象とした全文検索の結果，心理学分野において情動という用語の使用は 1923 年，1943

年，1948 年に各 1 例しかなく，1950 年代に増加していた。今後は，情緒から情動への変遷を

1920 年代から詳らかにする必要がある。 

 

S4-02.   情動関与処理（Emotion-Involved Processing）は本当に「深い」のか？ 

―心理学的・哲学的・教育学的考察― 

金澤 佑 (関西学院大学国際学部) 

 

情動関与処理仮説の批判的検討を通じ，二種類の異なった情動関与処理の存在を示す。負情動

効果の顕著な知覚的タイプは，情動制御の対象となる受動的（デカルト的）情動を扱う点におい

て認知的に深いとはいえない。一方で，正情動効果の顕著な概念的タイプは，生気のある知識形

成のために必要な能動的（ホワイトヘッド的）情動の意識的喚起を内包する。最後に，「主体的

で深い学び」との関連における教育的示唆についても考察する。 

 

S4-03.   表情から感情を認知する際の視線研究 

曹 蓮 (東京学芸大学大学院) 

池田 慎之介 (京都先端科学大学)

https://keisobiblio.com/jsre2021/
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関連書籍情報：S4-03『オブジェクト認知』を大会特価で販売中。 

行廣 隆次 (京都先端科学大学) ＃ 

 

表情から感情を認知する際に表情のどの部分を注視して判断するのかについて検討した。具

体的には感情の種類と強さを判断する課題に分け，それぞれ（１）自然判断セッション（特別な

教示なし），（２）内心判断セッション，（３）表情そのもの判断セッションを実施した。その結

果，表情から感情を認知する際の視線は，認知する内容（種類 or 強度）によって異なり，さら

に表情に表れている感情の強さによって変化することが示された。 

 

S4-04.   表情表出に対する応答性が印象形成に及ぼす影響 

藤村 友美 (同志社大学) 

森 数馬 (マギル大学モントリオール神経学研究所) ＃ 

 

本研究では，表情同調において，表情を発信する側を送信者，それに応答する側を知覚者とし，

知覚者の応答性が印象形成に及ぼす影響を検討した。参加者は，喜び，悲しみいずれかの表情を

表出し，知覚者が一致した表情で応答する条件，不一致の表情で応答する条件，何も応答しない

統制条件を設定した。実験の結果，知覚者に対する好意度については，一致条件がもっとも高か

ったが，不一致条件と統制条件の間で差が見られなかった。 

 

 

口頭発表⑤：応用・開発 

10 月 31 日（日）10:30～11:45 

座長：古川 善也（広島大学） 

 

S5-01.   感情語彙サイズテスト開発の試み 

―コンピュータ適応型テストの項目バンク作成に向けて― 

池田 慎之介 (京都先端科学大学) 

 

コンピュータ適応型テストによる感情語彙サイズ測定テストの開発に向けて，項目バンクの

作成を行った。感情語彙辞典から収集した感情語について，それらが知られている割合をウェブ

アンケートにて測定した。そのうえで各項目の困難度・識別力やそれらの一因子性について検討

し，テストに用いる項目の選定を行った。 

 

S5-02.    髪の仕上がり感が使用者の感情に与える影響 

―化粧版感情評価尺度を用いた検討― 

河島 三幸 (花王株式会社) 

渡邊 俊一 (花王株式会社) ＃

https://keisobiblio.com/jsre2021/
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関連書籍情報：S6-01『道徳の自然誌』を大会特価で販売中。 

 

本研究では，シャンプー・トリートメント（ヘアケア品）使用後の髪の仕上がり感が使用者の

感情に与える影響を検討した。女性 20 名は，仕上がり感の異なるヘアケア品（P・Q）を自宅で

3 日間連用後の感情（化粧版感情評価尺度）や自信等を評価した。その結果，髪の仕上がり感が

異なると，活力感や幸福・満足などの感情生起の程度に有意な差が認められ，さらに連用後の自

分への自信等の項目にも有意な差が確認された。 

 

S5-03.   リズムゲームの共同プレイが気分とゲームの印象に与える影響 

本多 明生 (静岡理工科大学情報学部) 

 

人間は社会的な動物であることから様々な体験を他者と共有する。本研究は，リズムゲームの

「太鼓の達人」を使用してゲームの共同プレイ体験が気分とゲームの印象に与える影響を調べ

た。実験の結果，リズムゲームを行うことで，疲労感は生じるものの，全体的には否定的感情が

減少し，肯定的感情が増加する傾向が認められた。ゲームの印象は，体験時の雰囲気に関する項

目において共同プレイのほうが好ましい印象がもたれていた。 

 

S5-04.   VR 空間におけるネガティブ感情の経験についての検討 

古川 善也 (広島大学人間社会科学研究科) 

 

VR を用いることで，より臨場感のある経験からの参加者の反応を得られるだけでなく，場面

想定法とは異なるパターンでの反応が検出されることも示されている (e.g. Francis et al. 2017)。

しかし，VR を用いる上で，体験そのものでのポジティブ感情の喚起が想定され，それがネガテ

ィブ感情を中和させる可能性が考えられる。本研究では VR 空間上でのサイバーボール課題を用

いて，ネガティブ感情や生理的なストレス反応について検討する。 

 

 

口頭発表⑥：パーソナリティ・感謝 

10 月 31 日（日）15:15～16:45 

座長：蔵永 瞳（滋賀大学） 

 

S6-01.   感謝により不正の隠ぺいが正当化される可能性の検討 

山本 晶友 (上智大学総合人間科学部) 

 

感謝をする者は他者から好まれるが，感謝の気持ちから行う非道徳的行動は許されるのだろ

うか。本研究では，ある不正者が行った不正を隠ぺい者が匿う時に，隠ぺい者が不正者に感謝し

ている文脈の場合には，隠ぺい者が肯定的に評価されやすくなるのかを，事前登録したシナリオ

https://keisobiblio.com/jsre2021/
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関連書籍情報：S6-03『共感の社会神経科学』を大会特価で販売中。 

実験で検討した。その結果，感謝の文脈があっても隠ぺい者への許容や親和欲求は上がらなかっ

たが，「義理堅い」などの印象の記述が増えた。 

 

S6-02.   新型コロナウイルス感染症に対する恐怖感と正義感が感染者に対する偏見や差別意識に及ぼす 

影響 

福井 義一 (甲南大学文学部人間科学科) 

 

新型コロナウイルス感染症の世界的流行に伴い，感染者に対する心ない偏見や差別が問題に

なってきた。本研究では，新型コロナウイルス感染症に対する恐怖感が新型コロナウイルス感染

者に対する偏見や差別意識に及ぼす影響における正義感の調整効果を検討した。大学生 260 名

を対象に質問票調査を実施した。分析の結果，新型コロナウイルス感染症への恐怖感は，正義感

が低い条件でのみ有意な正の影響を有することが分かった。 

 

S6-03.   防衛的悲観主義者はより共感的なのか 

趙 暁辰 (宇都宮大学地域創生科学研究科) 

 

防衛的悲観主義（Defensive Pessimism；以下 DP）者は，対人関連場面では良好な心身的健

康と向社会的な行動が見られる一方，高い不安傾向を持つとされている（細越・小玉, 2006；光

浪, 2012；清水ら, 2015；Showers, 1992）。本研究では，不安傾向のために事前にあらゆる可能

性を考える DP 者の共感性傾向について検討し，その結果，DP 者がより共感的であることが示

された。 

 

S6-04.   パーソナリティ特性と身体的健康，自尊感情の関連 

谷 伊織 (愛知学院大学心身科学部心理学科) 

 

心身の健康を高めるための個人特性を探る研究は古くより行われているが，近年は特にパー

ソナリティ特性と健康との関連が多く指摘されており，特に Big 5 の勤勉性・誠実性

（Conscientiousness）との関連が報告されている。そこで，本研究では Big 5 と自尊感情と身

体的健康の関連について，人口代表性のある国内の 1000 人規模の 2 年間のオンライン縦断調査

を行い，2 時点における回答データからこれらの関連性を検討する。 

 

S6-05.   二度目の感謝表出が援助者に及ぼす影響：「昨日はありがとう」と言われることの効果 

蔵永 瞳 (滋賀大学教育学部) 

小長谷 柚里 (与謝野町役場) ＃ 

松田 あかね (滋賀県庁) ＃ 

https://keisobiblio.com/jsre2021/
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私たちは他者に感謝を感じたとき，「ありがとう」等とその気持ちを表出することがある。ま

たその表出は，感謝を感じた直後だけでなく，時間を置いた後に改めて「昨日はありがとう」等

という形で行われる場合がある。本研究では，二度目の感謝表出についてシナリオ実験による検

討を行った。検討の結果，一度目よりも二度目の感謝表出において，「感謝された」という感覚

や，表出者に対する向社会的行動が高まる傾向が示された。 
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日本感情心理学会第 29 回年次学術大会 

賛助団体ご芳名 

協賛・広告 

株式会社 北大路書房 

株式会社 勁草書房 

GMO リサーチ株式会社 

株式会社 有斐閣 

            （50 音順） 

 

 

本大会の開催にあたり，上記の諸団体より多大なご支援を賜りました。 

ここに，ご芳名を記して感謝の意を表します。 

 

2021 年 10 月 

日本感情心理学会第 29 回大会準備委員会 

大会準備委員長 澤田匡人 

 

日本感情心理学会第 2９回大会準備委員会 

大会準備委員長  澤田匡人 (学習院女子大学) 

副委員長  関谷大輝 (東京成徳大学) 

   事務局長  木村健太 (産業技術総合研究所) 

     顧問  石川隆行 (宇都宮大学) 
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